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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

Ｎ Ｈ Ｋ 山 口 放 送 局 長

岡 おか

村 むら

　
文 ふみ

和 かず

さ ん

1 9 6 5 年 1 2 月 、 萩 市 生 ま れ の 5 8 歳 。 岡 山 大
卒 業 後 、 8 9 年 に Ｎ Ｈ Ｋ 入 局 。 山 口 放 送 局
を 皮 切 り に 、 広 島 、 岡 山 、 横 浜 、 さ い た
ま 放 送 局 な ど を 経 て 、 3 0 年 ぶ り の 山 口 勤
務 。 レ ノ フ ァ 山 口 の サ ポ ー タ ー で 、 今 年
か ら 「 大 内 文 化 探 訪 会 」 の 会 員 に 。
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２ ０ ２ ３ 年 ７ 月 、 初 任

地 の Ｎ Ｈ Ｋ 山 口 放 送 局 に局 長 と し て 戻 っ て き た 。初 年 度 は 赴 任 当 日 に 豪 雨災 害 に 見 舞 わ れ 、 ス タ ッフ の 安 全 と 迅 速 な 情 報 発信 に 心 を 砕 い た が 、 ２ 年目 を 迎 え 、  「 リ ラ ッ ク スし て 、 生 ま れ た 地 元 で 仕事 が で き て い る こ と を 日々 あ り が た く 思 う 。 テ レビ 離 れ が 進 む 中 、 当 局 制作 の 番 組 『 情 報 維 新 ！ やま ぐ ち 』 や 『 Ｙ ス ぺ ！ 』を ご 覧 い た だ い て い る こと に も 感 謝 」 と 話 す 。

受 信 料 を 扱 う 営 業 を 経 て 、イ ベ ン ト を 担 当 す る 事 業 部門 を 担 当 。 ２ ０ ０ ３ 年 の テレ ビ 放 送

5 0年 を 記 念 し た 企

画 で は 、 Ｎ Ｈ Ｋ の キ ャ ラ クタ ー が 一 堂 に 会 し た コ ン サー ト を 手 掛 け た 。　
放 送 法 改 正 に よ り 、 来 年1 0月 か ら 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

を 通 じ て 放 送 番 組 を 視 聴 者に 提 供 す る 業 務 が 必 須 と なる 。  「 さ ま ざ ま な メ デ ィ ア機 器 ・ 端 末 に お い て 、 い つも そ こ に あ る 絶 対 安 定 の ＮＨ Ｋ を 目 指 し て い き た い 」と 語 る 。

昨 年 の 様 子 （ 子 牛 ふ れ あ い 体 験 ）

か ら の ２ 回 、 農 大 産 の 牛肉 が 販 売 さ れ る 。 さ らに 、 コ メ 、 さ つ ま い も 、焼 き い も 、 ポ ッ プ コ ー ンも 販 売 。 さ ら に 、 木 の 早積 み 競 争 や 丸 太 切 り 競争 、 子 牛 ふ れ あ い ・ 模 擬搾 乳 体 験 、 農 林 業 機 械 展示 、 樹 木 相 談 な ど の 催 しが あ る 。　
そ し て 、 連 携 ・ 交 流 館

付 近 で は 、 野 菜 、 花 、 長州 黒 か し わ 炭 火 焼 、 山 口大 島 ミ カ ン 、 り ん ご あめ 、 カ レ ー ラ イ ス な ど を購 入 で き る 。 バ タ ー 作 りや 花 の 寄 せ 植 え な ど の 体験 も 。　
そ の 他 に も 、 農 大 生 が

栽 培 し た も ち 米 を 使 う もち つ き 体 験 や し い た け 駒打 ち 体 験 な ど の コ ー ナー 、 農 大 産 の 野 菜 、 果樹 、 花 き や 「 山 口 グ ッ と産 品 」 の 販 売 コ ー ナ ー など が 設 け ら れ る 。 県 産 農林 水 産 物 屋 台 や 農 大 食 堂で 、 グ ル メ も 満 喫 で きる 。 ま た 、 イ ベ ン ト 終 了間 際 の 午 後 ２ 時

4 5分 か ら

は 、 再 度 も ち ま き が 実 施さ れ る 。

　
「 県 産 農 林 産

物 の 販 売 や さ まざ ま な 体 験 イ ベン ト を 通 じ 、 県の 農 林 業 や 食 の魅 力 を 体 感 し てほ し い 。 ぜ ひ 来場 を 」 と 、 主 催者 は 呼 び か け てい る 。　
会 場 に は 一 般

用 駐 車 場 は 無 い

　 「 第 ２ 回 や ま ぐ ち 農 林業 の 知 と 技 の 拠 点 祭 」が 、

1 1月 ３ 日 （ 日 ・ 祝 ）

午 前

1 0時 か ら 午 後 ３ 時 ま

で 、 県 農 林 総 合 技 術 セ ンタ ー （ 防 府 市 牟 礼 ） で 開か れ る 。 同 実 行 委 員 会
（
☎
０ ８ ３ ５

－

２ ８

－

１

２ １ １ ） が 主 催 す る 。　

2 3年 ４ 月 に 開 設 さ れ た

「 農 林 業 の 知 と 技 の 拠点 」 を 開 放 す る こ と で 、県 の 農 林 業 や 食 の 魅 力 を「 体 感 」 し て も ら お う と企 画 。 初 開 催 さ れ た 昨 年の 第 １ 回 に は 、 約 ２ ５ ００ 人 が 訪 れ た 。　
本 館 前 ス テ ー ジ で の 農

大 生 代 表 に よ る 開 会 宣 言で イ ベ ン ト は ス タ ー ト 。続 い て も ち ま き が 行 わ れる 。 そ し て 、 本 館 、 農 大教 育 棟 、 連 携 ・ 交 流 館 など で 、 多 彩 な 企 画 が 実 施さ れ る 。　
本 館 内 で は 、 新 技 術 開

発 や 農 大 学 修 展 示 、 実 験室 な ど を 自 由 に 見 学 で きる 。  「 実 験 室 見 学 ツ アー 」 も 用 意 さ れ る 。　
農 大 教 育 棟 付 近 で は 、

午 前

1 0時 か ら と 午 後 １ 時

た め 、  「 道 の 駅 潮 彩 市 場防 府 」  （ 防 府 市 新 築 地町 ） の 西 側 に 臨 時 駐 車 場が 設 け ら れ る 。 そ し て 、駐 車 場 と 会 場 間 は 、 無 料シ ャ ト ル バ ス が 午 前 ９ 時か ら 午 後 ３ 時

2 0分 ま で 運

行 さ れ る 。 さ ら に 潮 彩 市場 で も 、 県 漁 協 吉 佐 統 括支 店 に よ る 「 潮 彩 う ま いも の フ ェ ア 」 が 同 時 開 催さ れ る 。

次 回 は 1 1 月 6 日 掲 載

︻  ﹁ 絵 と 言 葉 ﹂ 竹 本 高 義 作品 展 Ⅴ ︼

令 和 ６ 年

1 1月 ５

日  （ 火 ）  〜

1 7日  （ 日 ）  、 山 口

市 熊 野 町 ニ ュ ー メ デ ィ アプ ラ ザ 山 口 ２ Ｆ 。 人 物 画を 中 心 に し た

2 3点 。 ０ ７

０ ４ ３ ９ ７ ０ ３ ６ ８
︻ 第

2 7回 版 画 展 ︼

期 間

：

1 1月

1 3日  （ 水 ）  〜

1 7日

（ 日 ） 場 所

：

小 郡 文 化 資

料 館 ギ ャ ラ リ ー

　
県 内 の

版 画 愛 好 者 の 力 作 で す 。バ レ ン や 版 木 や 年 賀 状 も展 示

　
ぜ ひ お 越 し く だ さ

い 。

県 の 農 林 業 や 食 の 魅 力 を  「 体 感 」県 農 林 業 総 合 技 術 セ ン タ ー で  「 拠 点 祭 」
１ １ 月  ３ 日

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~

1 1月 ５ 日

︵ 火 ︶  :

秋 の 北 海 道 物 産 展

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 1

月 ４ 日 ︵ 月 ・ 振 休 ︶  :

劉

耀 宗

 

夢 幻 の 桂 林 、 藤 井

元 康 ・ 藤 井 由 香 パ ス テ ル心 象 画 展

展
　 　

示



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ ０ 月 ３ ０ 日 ㈬ 　 ２サ ン デ ー 山 口

「 生 協 1 0 の 基 本 ケ ア 」
組 合 員 学 習 会 の 様 子

看 護 小 規 模 多 機 能 型
居 宅 介 護 宮 野

2 0 5 7

介 護 の こ と な ら お 任 せ く だ さ い ！～ 福 祉 生 活 協 同 組 合 さ ん コ ー プ ～　
こ ん に ち は 。 福 祉 生 活 協 同 組 合 さ ん コ ー プ で す ！

山 口 市 内 で は ７ 種 類 の サ ー ビ ス を 提 供 し て い ま す 。

　
「 日 常 生 活 で こ ん な こ と に 困 っ て る … 」  「 介 護 が 必 要 に な っ た ら ど う し

た ら い い の ？ 」  「 生 協

1 0の 基 本 ケ ア っ て ど ん な こ と す る の ？ 」 等 々 、 素 朴

電 話

　
０ ８ ３

－ ９ ０ ２

－ ３ ８ ３ ０

山 口 市 小 郡 上 郷

 コ ー プ や ま ぐ ち 本 部 内

■ さ ん コ ー プ が 山 口 市 内 で 提 供 し て い る サ ー ビ ス

~ 普 通 の 暮 ら し を 支 え る ﹁ 生 協

1 0の 基 本 ケ ア ﹂ ~

　
私 達 は 「 住 み 慣 れ た 我 が 家 で 、 地 域 で 、 安 心 し て 心 豊 か に 暮 ら し た

い 」 と い う 誰 し も が 持 つ 思 い に 寄 り 添 い た い と 考 え 、  「 尊 厳 を 護

ま も

る 、 自 立

を 支 援 す る 、 在 宅 生 活 を 支 援 す る 」 こ と を 大 切 に し て い ま す 。 そ し て 、そ の 実 現 の 為 に 「 生 協

1 0の 基 本 ケ ア 」 に 取 り 組 ん で い ま す 。  「 生 協

1 0の 基

本 ケ ア 」 は 、  「 自 立 し た 普 通 の 暮 ら し 」 を 支 え る 、 く ら し ・ 介 護 の 手 法 を
1 0の 動 き に ま と め た も の で 、 全 国 の 生 協 の 福 祉 事 業 で 取 り 組 ん で い ま

す 。 ま た 、 介 護 の 現 場 で の 実 践 だ け で な く 、 組 合 員 の 日 々 の 生 活 の 中 でも 生 か し て 頂 け る よ う 情 報 発 信 を し て い ま す 。■ さ ん コ ー プ が 大 切 に し て い る 介 護 の 取 り 組 み■ 介 護 に つ い て の ご 相 談 、  学 習 会 は お 気 軽 に さ ん コ ー プ ま で ！

福 祉 生 活 協 同 組 合 さ ん コ ー プ

・
居 宅 介 護 支 援

（ ケ ア マ ネ ジ ャ ー が 介 護 全

・
通 所 介 護

（ デ イ サ ー ビ ス で 入 浴 ・ 食 事 の 他 、 頭

　
と 身 体 を 動 か し て 機 能 訓 練 し ま す ）

・
訪 問 看 護

（ 看 護 師 が ご 自 宅 に 訪 問 し 、

主 治 医 の 指 示 に 基 づ い た 処 置 や

　
様 々 な 助 言 を 行 い ま す

）

・
看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護

（ 居 宅 ・ 訪 問 ・ 通 所 の 機 能 を 併 せ 持 ち 、 更

　
に 泊 り 【 シ ョ ー ト ス テ イ 】 の 機 能 も 持 つ 複 合 型 の サ ー ビ ス で す ）

・
サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅 コ ー プ こ こ ハ ウ ス 湯 田

（ 食 事 と 見 守 り サ ー

　
ビ ス が あ る ホ ー ム で す ）

・
た す け あ い サ ー ビ ス

（ 草 取 り 、 剪 定 、 家 事 他 を 登 録 ワ ー カ ー が 行 い ま

 

　
す ）

　
般 の ご 相 談 に 対 応 し ま す ）

・
訪 問 介 護

（
ヘ ル パ ー が ご 自 宅 に 訪 問

 

　
し 、 身 体 介 護 や 生 活 援 助 を 行 い ま す

）

な 疑 問 か ら お 困 り ご と ま で 、 お 気 軽 に ご 相 談 くだ さ い 。 少 人 数 で お 集 ま り 頂 い て の 学 習 会 で もＯ Ｋ で す 。 一 人 で 悩 ま ず 、 ま ず は お 電 話 を ！

　
さ ん コ ー プ は 、 ２ ０ ０ ０ 年 の 介 護 保 険

法 の 施 行 と 共 に 誕 生 し た 福 祉 事 業 ・ 活 動に 特 化 し た 生 協 で す 。 現 在 、 山 口 市 ・ 防府 市 ・ 宇 部 市 を 中 心 に 活 動 し て い ま す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


